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今
年
１
月
に
瓜
連
町
と
那
珂

町
が
合
併
し
て
那
珂
市
と
な

り
、
初
め
て
の
通
常
予
算
の
案

が
執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
規
模
も
一
般
会
計
で

約
１
７
６
億
円
と
な
り
、
事
業

内
容
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
予
算
内
容
を
詳
細
に
審
議

す
る
た
め
に　

名
の
委
員
に
よ

１２

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
３
日

間
に
わ
た
り
一
般
会
計
と
８
つ

の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の　

会
計
の
内
容
に
つ
い
て
、

１０
予
算
内
容
の
資
料
を
見
な
が

ら
、
執
行
部
の
担
当
者
を
交
え

て
質
疑
応
答
を
繰
り
返
し
て
審

議
を
し
ま
し
た
。
審
議
の
内
容

の
主
な
も
の
は
次
ペ
ー
ジ
以
降

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
委
員

委
員
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笹
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猛

副
委
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実

委　
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子
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近

委　
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小
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倉
義
治

委　
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�
畑　

道
英

委　

員 

根
本　

慎
一

委　

員 

君
嶋　

寿
男

委　
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小
沼　

博
恭

委　

員 

間
宮　
　

一

委　

員 

萩
野
谷
敏
一

委　

員 

秋
山　
　

一

■平成１７年度那珂市各種会計予算（前年度比較は那珂町＋瓜連町の合計）

■平成１７年度那珂市水道事業会計予算

　

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
や
特
別
会

計
予
算
な
ど
を
詳
細
に
審
議
す
る
た

め
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
委
員
会
は　

名
で
構
成
さ
れ
、
３

１２

日
間
に
わ
た
り
予
算
を
審
議
し
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
す
べ
て
の
新
年
度
予
算
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
し
て
本
会
議
に
報
告
し

ま
し
た
。

対前年度増減率
（A/B-１）＊１００

比較増減額
A-B

前年度予算額  B
（那珂町＋瓜連町）

予算額  A会　　計　　区　　分

△０．５％減△９，０００万１７６億６，０００万１７５億７，０００万一般会計

１０．４％増４億２，３５０万４０億８，０５０万４５億　４００万国民健康保険特別会計（事業勘定）

△３．０％減△１億３，９５０万４５億９，４５０万４４億５，５００万老人保健特別会計

△０．７％減△１，６００万２３億　８００万２２億９，２００万下水道事業特別会計

△７３．３％減△３，１３０万４，２７０万１，１４０万公園墓地事業特別会計

３６．８％増１億　７００万２億９，１００万３億９，８００万農業集落排水整備事業特別会計

９．０％増１億７，９００万１９億８，８００万２１億６，７００万介護保険特別会計（保険事業勘定）

△１８．５％減△１，０１０万５，４６０万４，４５０万介護サービス事業特別会計

△７．２％減△２，６００万３億５，９００万３億３，３００万上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計

１．３％増３億９，６６０万３１３億７，８３０万３１７億７，４９０万合　　　　　　計

▲予算特別委員会の審議風景

対前年度増減率
（A/B-１）＊１００

比較増減額
A-B

前年度予算額  B
（那珂町＋瓜連町）

予算額  A

△２．２％減△２，６９４万１１億９，８２８万１１億７，１３４万収益的収入

△１．３％減△１，５８１万１１億７，７０６万１１億６，１２５万収益的支出

△０．４％減△３９万１億　６２４万１億　５８５万資本的収入

５．７％増３，６６０万６億４，１７７万６億７，８３７万資本的支出
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（単位：円）

（単位：円）
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■那珂市一般会計歳入予算内訳（目的別）
対前年度増減率
（A/B-１）＊１００

比較増減額
A-B

前 年 度 当 初１７年度当初
A

款 名 称
計　B瓜連町那珂町

０．６％増４，０２３万６１億９，７００万６億３，８４５万５５億５，８５５万６２億３，７２３万市税
３．５％増１億２，０９０万３４億１，６００万１１億１，６００万２３億０，０００万３５億３，６９０万地方交付税

△３１．９％減△８億６，９００万２７億２，１１０万４億７，５９０万２２億４，５２０万１８億５，２１０万市債
８３．６％増７億　５５９万８億４，４０１万１億５，１２２万６億９，２７９万１５億４，９６０万県支出金
６７．１％増５億４，４５４万８億１，１５５万１億７，４９４万６億３，６６１万１３億５，６０９万国庫支出金
△５４．５％減△６億７，０８２万１２億３，０５３万４億３，０６２万７億９，９９１万５億５，９７１万繰入金
２７．４％増１億１，８５０万４億３，３００万６，７００万３億６，６００万５億５，１５０万地方譲与税
△０．９％減△４００万４億４，０００万６，０００万３億８，０００万４億３，６００万地方消費税交付金
△４．３％減△１，８０６万４億１，７３４万６，０４１万３億５，６９３万３億９，９２８万諸収入
１．９％増５５４万２億９，１３５万４，１８６万２億４，９４９万２億９，６８９万分担金及び負担金

△２０．０％減△５，０００万２億５，０００万５，０００万２億０，０００万２億０，０００万繰越金
１０．５％増１，８３６万１億７，５６３万４，９０４万１億２，６５９万１億９，３９９万使用料及び手数料
△１．６％減△３００万１億９，２００万３，２００万１億６，０００万１億８，９００万地方特例交付金
△１．８％減△２８０万１億５，４７０万２，４７０万１億３，０００万１億５，１９０万自動車取得税交付金
△４２．７％減△２，３５０万５，５００万１，０００万４，５００万３，１５０万利子割交付金
０．１％増１万９３３万３０万９０３万９３４万財産収入
－　　０８５０万１５０万７００万８５０万交通安全対策特別交付金

△２０．０％減△２００万１，０００万４００万６００万８００万配当割交付金
０．７％増１万１４６万１４６万０１４７万ゴルフ場利用税交付金

△３３．３％減△５０万１５０万６０万９０万１００万株式等譲渡所得割交付金
△０．５％減△９，０００万１，７６６，０００万３３億９，０００万１４２億７，０００万１７５億７，０００万合　　　計

　

予
算
特
別
委
員
会
の
中
で
、

市
税
の
収
納
率
向
上
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
、
市
と
し
て
は

収
納
推
進
室
の
体
制
の
強
化
や

全
庁
あ
げ
て
の
徴
収
業
務
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
特
に
悪
質

な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
重
点

的
に
推
進
す
る
な
ど
関
係
各
課

と
協
議
し
て
、
公
平
公
正
な
税

行
政
の
確
保
の
た
め
に
、
種
々

の
手
法
を
取
り
入
れ
て
滞
納
整

理
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
更
な
る
努
力
に
よ
り
税
収

確
保
の
た
め
に
滞
納
整
理
の
推

進
を
図
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

那
珂
市
の
平
成　

年
度
の
予

１７

算
は
、
瓜
連
町
と
の
合
併
後
、

那
珂
市
と
し
て
初
め
て
編
成
す

る
通
常
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
総
額

は
、
瓜
連
町
の
約　

億
円
の
歳

３０

入
を
引
き
継
い
だ
た
め
、
予
算

規
模
は
約
１
７
６
億
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
税
は
約　

億
円
と
な
り
、

６２

わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
所
得
の
あ
る
妻
な
ど

の
市
民
税
の
均
等
割
課
税
が
平

年
度
化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
約　

億
円

３５

と
な
り
、
約
１
億
円
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
活
保

護
の
業
務
を
市
で
行
う
事
や
、

合
併
に
よ
る
諸
経
費
の
財
源
が

交
付
さ
れ
る
た
め
増
加
と
な
り

ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
生
活
保
護

費
負
担
金
が
約
２
億
５
千
万
円

増
、
合
併
市
町
村
補
助
金
が
９

千
万
円
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

県
支
出
金
は
、
図
書
館
建
設

の
財
源
と
な
る
電
源
立
地
地
域

対
策
補
助
の
約
８
億
円
の
増
加

が
主
な
も
の
で
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
国
の
「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
る
税
源
移

譲
に
よ
り
、
国
の
所
得
税
の
一

部
が
譲
与
さ
れ
る
た
め
約
１
億

円
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
約　

億
円
の
借
換

１０

え
分
が
減
と
な
っ
た
た
め
に
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（単位：円）

市
税
の
収
納
率
向
上
の
た
め
、

滞
納
整
理
の
推
進
を

一
般
会
計
予
算
の

歳
入
の
概
要

▲財政課は、交付税、譲与税、市債などの事務
を行います
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▲税務課は、市税の賦課徴収事務を行います
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事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
費
の
削
減
を
図
り
、

市
民
が
求
め
る
事
業
へ
優
先
的
に
予
算
配
分

　

予
算
特
別
委
員
会
の
中
で

は
、
歳
入
の
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
住
民
が
求
め
る
事
務
事

業
に
対
し
て
効
率
的
な
予
算
配

分
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

に
わ
た
り
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

五
台
小
学
校
の
大
規
模
改
造

工
事
が
本
年
度
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
予
算
が
計
上
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
よ
り
や
む
を
得

ず
次
年
度
へ
先
送
り
を
し
ま
し

た
。

　

茨
野
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い

て
も
、
本
年
度
に
実
施
設
計
の

予
定
だ
っ
た
が
、
予
算
が
措
置

さ
れ
て
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
財
政
上
等
の
問
題
を
含

め
、
市
全
体
の
中
で
民
間
と
公

営
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
計
画
の
優

先
順
位
を
精
査
し
整
備
時
期
を

模
索
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
火
葬
場
周
辺
関
係
の

大
き
な
道
路
整
備
に
予
算
が
使

わ
れ
て
お
り
、
要
望
の
あ
る
道

路
す
べ
て
に
は
対
応
で
き
な
い

が
、
一
本
で
も
多
く
実
施
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　　

民
生
費
の
増
加
の
理
由
は
、

少
子
高
齢
化
社
会
や
景
気
低
迷

の
影
響
を
受
け
て
、
生
活
保
護

費
や
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
繰
出
、
障
害
者
福
祉

費
、
児
童
福
祉
費
な
ど
へ
の
予

算
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

教
育
費
は
、
図
書
館
建
設
事

業
に
約　

億
円
の
予
算
が
あ
る

１５

た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
前
年
度
の
約　
１０

億
円
の
借
換
え
分
が
減
っ
た
た

め
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
水
田
農

業
構
造
改
革
対
策
奨
励
補
助
な

ど
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
台
小
大
規
模
改
造
は

次
年
度
に
実
施

茨
野
住
宅
建
築
は

整
備
時
期
を
模
索

要
望
の
あ
る

道
路
整
備
を
早
急
に

��������	
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■那珂市一般会計歳出予算内訳（目的別）

対前年度増減率
（A/B-１）＊１００

比較増減額
A-B

前 年 度 当 初１７年度当初
A

款 名 称
計　B瓜連町那珂町

２２．６％増６億７，６９７万３０億　１７０万５億５，３９８万２４億４，７７２万３６億７，８６７万民生費

２２．９％増６億１，８６９万２６億９，６７５万３億１，０７０万２３億８，６０５万３３億１，５４４万教育費

△７．２％減△２億１，１５０万２９億２，１７９万６億６，９４８万２２億５，２３１万２７億１，０２９万土木費

△３０．１％減△９億１，５４６万３０億４，６２５万４億８，５６０万２５億６，０６５万２１億３，０７９万公債費

５．０％増９，６８９万１９億３，９８４万４億６，１４４万１４億７，８４０万２０億３，６７３万総務費

△１４．２％減△２億１，１３０万１４億８，７５９万３億５，９４６万１１億２，８１３万１２億７，６２９万衛生費

６．１％増５，７８７万９億４，８８３万２億１，１５１万７億３，７３２万１０億　６７０万消防費

△１９．４％減△２億２，６４６万１１億６，５７０万１億９，８４３万９億６，７２７万９億３，９２４万農林水産業費

５．４％増１，５８９万２億９，６７０万８，２６８万２億１，４０２万３億１，２５９万議会費

１７．０％増２，１５８万１億２，７００万５，１７１万７，５２９万１億４，８５８万商工費

△４７．３％減△１，３１６万２，７８２万５００万２，２８２万１，４６６万予備費

△５０．０％減△１万２万１万１万１万災害復旧費

－　　０１万０１万１万諸支出金

△０．５％減△９，０００万１７６億６，０００万３３億９，０００万１４２億７，０００万１７５億７，０００万合　　　計

（単位：円）

一
般
会
計
予
算
の

歳
出
の
概
要

▲図書館完成予想図

▲瓜連駅が橋上化になります

�
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■那珂市特別会計予算

対前年度増減率
（A/B-１）＊１００

比較増減額
A-B

前 年 度 当 初１７年度当初
A

会 計 区 分
計　B瓜連町那珂町

１０．４％増４億２，３５０万４０億８，０５０万６億８，８５０万３３億９，２００万４５億　４００万国民健康保険特別会計
（事業勘定）

△３．０％減△１億３，９５０万４５億９，４５０万７億７，１５０万３８億２，３００万４４億５，５００万老人保健特別会計

△０．７％減△１，６００万２３億　８００万４億９，５００万１８億１，３００万２２億９，２００万下水道事業特別会計

△７３．３％減△３，１３０万４，２７０万１，５００万２，７７０万１，１４０万公園墓地事業特別会計

３６．８％増１億　７００万２億９，１００万―２億９，１００万３億９，８００万農業集落排水整備事業
特別会計

９．０％増１億７，９００万１９億８，８００万３億４，９００万１６億３，９００万２１億６，７００万介護保険特別会計
（保険事業勘定）

△１８．５％減△１，０１０万５，４６０万―５，４６０万４，４５０万介護サービス事業特別会計

△７．２％減△２，６００万３億５，９００万―３億５，９００万３億３，３００万上菅谷駅前地区土地区画
整理事業特別会計

３．５％増４億８，６６０万１３７億１，８３０万２３億１，９００万１１３億９，９３０万１４２億　４９０万合　　　計

（単位：円）
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国民健康保険・介護保険・下水道事業

などの８つの特別会計予算を審議

　

滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
数
年
家
庭
訪
問
に
よ
る
徴
収

を
更
に
強
化
す
る
な
ど
、
収
納

率
ア
ッ
プ
に
努
力
が
見
ら
れ
ま

す
。
歳
出
で
は
、
医
療
費
が
増

加
し
て
お
り
国
保
運
営
も
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
適
正
に
請
求
さ
れ

て
い
る
か
、
レ
セ
プ
ト
点
検
を

実
施
し
、
受
給
資
格
や
請
求
金

額
等
に
過
誤
請
求
を
確
認
し
て

お
り
、
年
間
約
３
千
万
円
の
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
推
進
課
と
提
携
し
て
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
医
療
費

の
削
減
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
の
事
業
内
容
は
旧
那

珂
町
の
下
菅
谷
地
区
、
横
堀
地

区
、
向
山
地
区
、
及
び
旧
瓜
連

下
大
賀
地
区
の
実
施
設
計
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
事
業
の

増
加
に
よ
り
公
債
費
も
増
え
て

お
り
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
管
理
運
営
を
し
て

い
る
墓
地
の
維
持
管
理
事
業
で

す
。
墓
地
は
戸
地
区
の
福
ヶ
平

霊
園
と
古
徳
地
区
の
冨
士
霊
園

の
２
箇
所
あ
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
整
備
地
区
以
外

の
下
水
道
整
備
事
業
で
す
。
実

施
地
区
の
処
理
場
の
維
持
管
理

費
の
ほ
か
、
今
年
度
よ
り
鴻
巣

地
区
整
備
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
年
々
増
大
す
る

中
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
増

え
て
お
り
、
予
算
額
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
介
護
認
定
調
査
員

を
増
員
す
る
な
ど
の
適
切
な
予

算
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事

業
、
訪
問
介
護
事
業
、
通
所
介

護
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訪
問
入
浴
事
業
は
、
民
間
の
事

業
者
が
増
え
た
の
で
、
市
の
事

業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
整
備
の
事

業
進
捗
状
況
は
、
平
成　

年
度

１６

末
で
約　

％
、
平
成　

年
度
中

２５

１７

に
は
約　

％
を
予
定
し
て
い
ま

３６

す
。
平
成　

年
度
の
移
転
補
償

１７

料
は
、
建
物
移
転
料
な
ど
２
億

５
、６
３
０
万
円
で　

件
を
見

１３

込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
滞
納
整
理
に
よ
る

収
納
率
ア
ッ
プ
を

高
齢
者
の
増
加
等
に
よ
り

医
療
費
が
増
加

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

合
併
に
よ
り
事
業
費
増
加

公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計

２
箇
所
の
公
園
墓
地
の

管
理
運
営
費

鴻
巣
地
区
の
整
備
を
開
始

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
増

予
算
も
増
加
し
て
い
る

訪
問
入
浴
事
業
を
廃
止

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計

　

年
度
中
の
進
捗
率
は

１７

約　

％
を
予
定

３６

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

▲

国
保
の
医
療
費
支
払
い
な
ど

の
事
務
を
行
い
ま
す



那珂市 議会だより ６

���������	


　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の

１７

２３

１７

会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
那
珂
市
予
算
関
係　

件
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
８
件
、

１７

１０

１６

条
例
や
規
約
改
正
関
係　

件
、
図
書
館
資
料
購
入
契
約
な
ど
、
合
計　

件

１２

３７

の
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

「
土
地
登
記
簿
」
と

「
建
物
登
記
簿
」
は

「
登
記
簿
」
に
名
称
変
更

　

不
動
産
登
記
法
の
改
正
に

よ
り
従
来
の「
土
地
登
記
簿
」

「
建
物
登
記
簿
」と
い
う
名
称

が
「
登
記
簿
」
に
統
一
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て

市
税
条
例
の
条
文
整
理
を
し

ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ

り
の
使
用
料
等
を
制
定

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ

ぼ
り
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
施
設
の
使
用
料
や
管

理
に
つ
い
て
の
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。
よ
こ
ぼ
り
に
は

フ
ッ
ト
サ
ル
用
の
競
技
場
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

訪
問
介
護
入
浴
部
門
を
廃
止

　

民
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
充
実
し
て
き
た
た
め
、

市
が
行
っ
て
き
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
訪
問
介
護
入
浴
事
業

部
門
を
廃
止
す
る
た
め
の
条

例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
加
入
負
担
金
の

　

一
括
納
付
報
奨
金
を

引
き
下
げ

　

公
共
下
水
道
の
加
入
負
担

金
を
前
納
し
た
場
合
の
報
奨

金
を
４
月
よ
り
引
き
下
げ
ま

し
た
。
引
き
下
げ
率
は　

％
５０

で
、
こ
れ
に
よ
り
、
最
大
で

　

％
だ
っ
た
一
括
納
付
報
奨

２０金
が
、　

％
と
な
り
ま
す
。

１０

��������	
�
��������	
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現
在
は
、
３
才
ま
で
の
乳

幼
児
の
医
療
費
は
、
公
費
で

負
担
し
て
い
ま
す
。
そ
の
制

度
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
４

月
よ
り
、
６
才
ま
で
の
子
供

が
入
院
し
た
場
合
の
医
療
費

も
市
で
負
担
で
き
る
よ
う
に

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
審
査
委
員
報
酬

会
長　

日
額
６
、９
０
０
円

委
員　

日
額
６
、７
０
０
円

　

那
珂
市
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
に
伴
い
、
政
治
倫
理
審

査
会
委
員
の
報
酬
を
制
定
し

ま
し
た
。

６
才
ま
で
の
子
供
の
入
院
医
療
費
を

市
が
負
担
し
ま
す

改正

�

�
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補正予算8件を可決しました
▼平成１６年度一般会計補正予算（第８号）

２億４４０万１，０００円の減額→総額１５８億６０１万８，０００円
　歳入は、基金繰入金等の減額です。
　歳出は、事業の執行残額の減額等です。また、繰越事
業の補正もあわせて行いました。

▼平成１６年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算

（第４号）

２億７，２３９万６，０００円の増額→総額３８億４，１０９万３，０００円
　医療給付費の支払い増加による補正です。

▼平成１６年度老人保健特別会計補正予算（第４号）

５，２２０万円の減額→総額３９億５，３５９万円
　医療給付費の減額による補正です。

▼平成１６年度下水道事業特別会計補正予算（第５号）

１億３１１万６，０００円の減額→総額１９億８，５２５万４，０００円
　下水道建設費の事業費減額等の補正です。

▼平成１６年度公園墓地事業特別会計補正予算（第２号）

１，２６１万６，０００円の減額→総額１，５７０万７，０００円
　墓地の暗渠排水工事費の残金を減額する補正です。

▼平成１６年度農業集落排水整備事業特別会計補正予算

　（第４号）

７４７万７，０００円の減額→総額２億７，９５１万６，０００円
　処理場建設工事などの工事費残金の補正です。

▼平成１６年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算

（第４号）

１億７，５６３万７，０００円の増額→総額１９億７６９万９，０００円
　介護サービス給付費の増額による補正です。

▼平成１６年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補

正予算（第３号）

２０万円の減額→総額３億６，５０１万円
　事業費の残額の補正です。

� �

���������	
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契約金額　　４２，９４５，０００円
契約相手　　茨城県水戸市南町３丁目４－５７
　　　　　　株式会社　紀伊國屋書店　水戸営業所
　　　　　　所長　柴　康明
契約方法　　指名競争入札による契約
契約内容　　図書館の図書等の資料を購入する。
　　　　　　開館は平成１８年１０月の予定です。

那珂市教育委員会委員
　市の教育委員２名が欠員となったため、新たに２名を
選任しました。

那珂市政治倫理審査会委員
　那珂市政治倫理条例の制定に伴い、必要な事項の調
査、審査等の処理を行うために政治倫理審査会を設置し
ます。その委員６名を選任しました。
　■任　期　　Ｈ１９．３．３１までの２年間

矢
崎　
　

健　

氏

後
台　
　

歳
７２

�
畠　
　

直　

氏

菅
谷　
　

歳
６７

大
和
田　

謙　

氏

菅
谷　
　

歳
６６

寺
門　

弘
道　

氏

瓜
連　
　

歳
６４

綿
引　

秀
栄　

氏

瓜
連　
　

歳
６４

海
野　

宏
幸　

氏

杉　
　
　

歳
６１

契約金額　　１９２，８１４，０００円
契約相手　　茨城県水戸市三の丸１丁目４番４７号
　　　　　　東日本旅客鉄道株式会社
　　　　　　水戸支社長　江川　健太郎
契約方法　　随意契約
契約内容　　瓜連駅利用者の利便性向上及び駅周辺の一体

的な基盤整備のために、瓜連駅橋上化及び自
由通路を新設するものです。

図書館資料購入契約 瓜連駅橋上化及び自由通路新設工事

伊東　三代治　氏
中里　６７歳

任期　Ｈ１９．１０．２まで

船橋　正夫　氏
額田南郷　６２歳

任期　Ｈ２１．４．９まで

那珂市固定資産評価審査委員
　前任者１名が任期満了となるため、新たに次の方を選任
しました。
　■任　期　　Ｈ２０．３．２８までの３年間

高
林　

一
雄　

氏

瓜
連　
　

歳
６９
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か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
だ
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
の
所
管
事
項

は
、
農
業
・
商
業
・
工
業
･

観
光
と
あ
る
が
、
全
部
を
調

査
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
今
後
は
、
特

に
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
旧

瓜
連
町
地
区
と
旧
那
珂
町
地

区
に
お
け
る
農
業
の
実
態
等

を
視
察
調
査
し
た
上
で
、
那

珂
市
と
し
て
、
農
業
に
対
す

る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ

い
て
の
提
言
を
考
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
委
員
会

を
開
催
し
て
調
査
を
し
て
い

き
ま
す
。

環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
に

基
づ
き
、
原
子
力
施
設
か
ら

放
出
す
る
気
体
廃
棄
物
の
放

出
状
況
に
つ
い
て
、
四
半
期

毎
に
報
告
が
あ
る
も
の
で

す
。
平
成　

年
度
第
３
四
半

１６

期
（　

〜　

月
）
は
、
放
出

１０

１２

管
理
目
標
値
を
上
回
っ
た
事

業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
放
出
管
理
目
標
値

は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い

る
値
よ
り
も
厳
し
い
レ
ベ
ル

で
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

各
事
業
所
で
は
、
核
種
（
放

出
物
質：

ア
ル
ゴ
ン
な
ど
）

の
放
出
量
を
こ
の
値
以
下
に

抑
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
放
出
量
に

つ
い
て
前
期
分
と
比
較
検
討

す
る
な
ど
、
周
辺
の
環
境
保

全
や
ト
ラ
ブ
ル
等
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
放
出
量
の
推
移

を
注
意
深
く
監
視
す
る
よ
う

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
特
別
委
員
会
で
は
、
住

民
の
生
命
及
び
財
産
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
引
き
続

き
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も

に
、
原
子
力
施
設
へ
の
監
視

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
後
も
継

続
し
て
審
議
を
し
て
い
き
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

当
委
員
会
で
は
、「
活
力

あ
る
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
議
会
の
閉
会
中
も
調
査
を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
審
議

経
過
の
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
合
併
後
、
初
め

て
の
委
員
会
で
あ
り
、
今
ま

で
の
経
過
を
踏
ま
え
新
し
い

那
珂
市
と
し
て
の
経
済
常
任

委
員
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

審
議
を
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
活
力
あ
る
町
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
、
芳
野
地

区
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究

を
し
て
き
た
が
、
芳
野
地
区

の
よ
う
な
住
民
参
画
の
町
づ

く
り
は
、
手
法
の
一
つ
で
あ

り
、
今
後
、
こ
の
手
法
を
ど

う
生
か
し
て
、
新
し
い
市
の

農
業
を
ど
う
す
る
か
、
更
に

は
商
業
活
性
化
を
ど
う
す
る

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

継続調査

那
珂
市
全
体
の
農
業
の

　
　
　

実
態
を
調
査
し
て
い
く

調査事項

１．住民の安全確保に関する事項

２．周辺の環境保全に関する事項

３．原子力安全協定に関する事項

４．核融合研究施設に関する事項

５．その他関連する事項

継続調査

住民の生命・財産を守るため
　原子力施設等への監視を続行

　

原
子
力
安
全
対
策
特
別
委

員
会
は
、
住
民
の
安
全
確
保

な
ど
の
た
め
に
議
会
閉
会
中

も
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
安
全
協
定
に

基
づ
く
監
視
結
果
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
気
体
廃
棄
物
の
放
出

状
況
は
、
原
子
力
関
連
事
業

所
（　

事
業
所
）
と
原
子
力

１１

施
設
周
辺
の
安
全
確
保
及
び

平
成　

年　

〜　

月
の

１６

１０

１２

気
体
廃
棄
物
の
放
出
状
況
は

管
理
目
標
値
以
内
で
し
た

��������	
��

　

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
那

珂
市
の
場
合
は　

人
以
内
の

３０

範
囲
で
議
員
定
数
を
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
在
任
特
例
措
置
に
よ

り
、　

人
の
議
員
数
と
な
っ

３８

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
那

珂
市
の
議
員
定
数
は
、
那
珂

町
の
議
員
定
数
の　

人
と

２６

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
市
施
行
に
伴
い
、
市
民

の
声
を
反
映
し
、
市
政
の
意

思
を
決
定
す
る
の
に
適
正
な

議
員
の
定
数
を
調
査
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
は　

人
の
委

１８

員
で
構
成
さ
れ
、
委
員
長

は
、
渡
邊
勝
一
議
員
、
副
委

員
長
は
木
内
良
平
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

���������	
�������

調査事項

１．議員定数に関する事項

２．その他関連する事項

地方自治法上は３０人以内
現在の那珂市定数は２６人
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◆君嶋　寿男　議員
１．新市における教育の取り組み方について

◆海野　　徹　議員
１．市政移行後に実行すると答弁した名誉市民

条例について
２．那珂市ふるさと大使について
３．外部監査制度の導入について
４．投票率向上について
５．就職難に何らかの対策を
６．特殊勤務手当て等の見直しについて
７．全小中学校への空調整備について

◆根本　慎一　議員
１．小学校の教育について
２．高齢化社会における消防救急体制について
３．生活道路整備の方法について

◆先�　　光　議員
１．自主防災組織の育成について
２．青少年組織の育成と青少年センターの設置

について

◆蝦名　純子　議員
１．読書環境の整備について
２．瓜連中学校屋内運動場について
３．市民と協働によるまちづくりについて
４．高齢者保健福祉計画の見直しについて

◆小沼　博恭　議員
１．介護予防について
２．防犯対策について
３．祝祭日のゴミ収集について
４．市道整備について

◆遠藤　　実　議員
１．まちづくり特例市制度について
２．障害者（児）への支援について

◆内山　さき子　議員
１．幼・保一元化の推進について
２．男女共同参画社会について
３．市民相談室について

◆木村　静枝　議員
１．福祉タクシー制度の創設を

◆石川　利秋　議員
１．早戸川・大井川・両宮排水路等の

改修について
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▲北海道ふれあいの船（瓜連中学校）

　

旧
瓜
連
町
の
実
践

例
と
い
た
し
ま
し

て
、
平
成
８
年
度
か
ら
中
学

１
年
生
を
主
体
と
し
た
、
４

泊
５
日
の
「
北
海
道
ふ
れ
あ

い
の
船
事
業
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
自
分
も
参
加

協
力
し
て
い
く
中
で
、
子
供

達
が
５
日
間
親
元
を
離
れ
、

船
中
、
北
海
道
の
大
自
然
の

中
で
、
協
力
、
責
任
、
自
主

性
を
学
ん
で
い
く
事
を
感

じ
、
子
供
達
の
成
長
期
に
、

����
１．新市における教育の取り

組み方について

こ
う
し
た
触
れ
合
い
の
活
動

を
通
し
て
情
緒
を
重
視
し
た

汗
を
流
す
教
育
に
よ
り
、
感

謝
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
間

に
な
る
の
は
、
子
供
時
代
の

教
育
に
あ
る
と
考
え
、
そ
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
那
珂
市
で
は
、
ど
の

よ
う
な
体
験
学
習
を
取
り
入

れ
て
い
く
の
か
、
構
想
を
ど

う
考
え
る
か
、
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

本
市

と
し
ま
し
て
は
、
厳

し
い
財
政
を
考
え
ま
す
と
、

ふ
れ
あ
い
の
船
事
業
の
実
施

は
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
他
に
中
学
１
年
生
を
中
心

に
行
う
ス
キ
ー
学
習
を
伴
う

共
同
生
活
学
習
、
横
手
市
と

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
の
派
遣
な

ど
が
あ
り
、
今
後
も
体
験
学

習
に
つ
い
て
は
、
推
進
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

瓜
連
中
学
校
屋
内

運
動
場
に
つ
い
て
は

昭
和　

年
度
に
建
て
ら
れ
老

４２

朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り
が
し

て
お
り
ま
す
。
他
の
中
学
校

に
比
べ
、
広
さ
も
約
半
分
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
那

珂
市
の
各
地
区
の
避
難
場
所

と
し
て
、
公
民
館
や
学
校
の

体
育
館
が
あ
り
ま
す
が
、
大

き
な
災
害
の
場
合
も
考
え
る

と
、
早
急
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
法
律
の
現
行
耐

震
基
準
で
も
、
昭
和　

年
以

５６

前
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
の
向
上
を
促
進
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
つ
い
て

も
、
移
動
の
安
全
性
か
ら
考

え
て
も
、
中
学
校
敷
地
内
で

練
習
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ

那
珂
市
の
計
画
に
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

屋
内

運
動
場
だ
け
で
は
な

く
、
学
校
全
体
の
再
配
置
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
平
成　

年
に
は
建
設

１７

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
測
量

調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
、
敷
地
を
含
め
た
総
合
的

な
基
本
計
画
構
想
を
つ
く
っ

て
年
次
計
画
を
立
て
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

�

���� ��

�
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心
の
教
育
を
重
要
視
し
体
験
学
習
を
推
進
し
て
い
く

新
市
に
お
け
る
教
育
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

学
校
全
体
の
再
配
置
を
考
え
年
次
計
画
を
立
て
る

瓜
連
中
学
校
施
設
の
環
境
、
整
備
事
業
に
つ
い
て

▲瓜連中学校の体育館
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平
成　

年
度
第
１

１６

回
定
例
会
に
お
い

て
、
名
誉
市
民
条
例
制
定
の

提
言
を
し
ま
し
た
。
答
弁
で

は
、
市
制
施
行
の
自
治
体
で

は
す
べ
て
制
定
さ
れ
て
お

り
、
先
賢
の
業
績
に
つ
い
て

も
後
世
に
伝
承
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
市
制
を
敷
い

た
時
点
で
考
慮
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
現

在
、
那
珂
市
と
な
り
ま
し

た
。
手
形
を
頂
い
た
と
い
う

か
、
約
束
を
頂
い
た
提
言
で

す
の
で
、
確
認
を
さ
せ
て
頂

く
わ
け
で
す
が
、
い
つ
ま
で

に
条
例
を
制
定
す
る
か
、
そ

の
時
期
、
具
体
的
・
明
確
な

答
弁
を
頂
き
た
い
。

　

市
長
公
室
長　

名

誉
市
民
条
例
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
中

１７

に
制
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

那
珂
市
の
市
民
、
ま
た
は
関

係
者
で
、
多
年
に
わ
た
り
本

市
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
市
民
の
尊
敬
の
的
と
あ

こ
が
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
、
名
誉
市
民
に
ふ
さ
わ
し

い
事
案
が
生
じ
た
場
合
、
選

考
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し

て
選
定
し
、
称
号
を
贈
り
、

後
世
に
功
績
を
伝
え
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

那珂市名誉市民那珂市名誉市民

▲名誉市民として偉業をたたえましょう

　

今
後
、
各
自
治
体

は
激
し
い
競
争
の
時

代
と
な
り
ま
す
。
勝
ち
組
と

な
る
に
は
、
人
脈
を
構
築

し
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
先
取

り
を
し
、
そ
れ
を
自
治
体
運

営
に
ど
う
生
か
し
、
役
立
て

て
い
く
か
、
み
ず
か
ら
の
自

治
体
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
か
、
と
い
う
事
が
鍵
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、
那
珂
市
の
宣

伝
を
し
て
頂
く
事
、
い
ろ
い

ろ
の
情
報
を
教
え
て
頂
く

事
、
関
連
す
る
事
で
橋
渡
し

的
な
事
を
お
願
い
す
る
「
ふ

る
さ
と
大
使
」
を
選
任
し
て

は
ど
う
か
、
提
言
を
致
し
ま

す
。
市
長
に
伺
い
ま
す
。

　

市
長　
「
ふ
る
さ

と
大
使
」
の
提
言
で

す
が
、
現
在
、
人
材
の
把
握

が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
市

の
Ｐ
Ｒ
や
人
脈
・
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
必

要
性
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
材
を
探
し
ま
し
て
、
運

営
・
設
置
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
研
究
を
し
ま
し

て
、
要
件
が
整
っ
た
時
点
で

選
任
し
、
制
度
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲ふるさと大使で那珂市の観光ＰＲを

��������
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１．市政移行後に実行すると答弁した名誉市

民条例について
２．那珂市ふるさと大使について
３．外部監査制度の導入について
４．投票率向上について
５．就職難に何らかの対策を
６．特殊勤務手当て等の見直しについて
７．全小中学校への空調整備について ���� ��

平
成　

年
度
中
に
制
定
し
て
ま
い
り
ま
す
!

１７

昨
年
提
言
し
た
、
名
誉
市
民
条
例
制
定
の
時
期
は
？

人
材
を
探
し
、
整
っ
た
時
点
で
制
度
化
し
た
い
!

「
ふ
る
さ
と
大
使
」
を
選
任
し
て
は
ど
う
か
？

�

�



那珂市 議会だより １２

����
１．小学校の教育について
２．高齢化社会における消防

救急体制について
３．生活道路整備の方法につ

いて

��������

▲東海村の小学校での国際理解英語教室の様子

　

我
国
の
子
供
達
の

学
力
は
大
き
く
低
下

し
て
お
り
、
文
科
省
か
ら
学

校
現
場
の
創
意
工
夫
や
権
限

強
化
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
全
国
の　

を
超
え
る
自

４０

治
体
で
は
特
区
制
度
を
利
用

し
た
小
学
校
英
語
教
育
や
総

合
学
習
の
一
環
で
の
英
語
教

育
を
実
施
し
、
現
場
の
創
意

工
夫
を
活
か
し
て
い
る
。
当

市
で
は
姉
妹
都
市
オ
ー
ク

リ
ッ
ジ
市
と
の
協
力
で
中
学

生
の
交
換
留
学
に
は　

年
の

１５

実
績
が
あ
る
。
こ
の
実
績
に

小
学
校
の
国
際
理
解
英
語
教

育
を
加
え
、
現
場
の
創
意
工

夫
を
発
揮
さ
せ
る
と
共
に
、

姉
妹
都
市
と
の
関
係
を
よ
り

発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
長　

国
際
化

が
進
展
す
る
中
で
広

い
視
野
を
も
っ
て
異
な
る
文

化
の
尊
重
を
育
む
教
育
が
重

要
、
国
際
理
解
教
育
を
一
層

推
進
し
た
い
。

　

教
育
次
長　
　

年
度
よ
り

１７

小
学
校
の
英
語
活
動
事
業
を

展
開
し
英
語
で
挨
拶
や
歌
、

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
み
な
が
ら

英
語
に
接
す
る
よ
う
に
し
た

い
。

　

市
長　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
と

の
関
係
で
テ
ネ
シ
ー
大
学
を

出
た
方
に
来
て
頂
く
。
今
後

も
続
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

住
民
に
と
っ
て
日

常
生
活
の
中
で
重
要

な
道
路
は
身
近
な
生
活
道
路

で
あ
る
。
こ
こ
数
年
、
区
長

さ
ん
か
ら
申
請
さ
れ
た
道
路

整
備
は
大
幅
に
遅
れ
て
お

り
、
多
く
の
住
民
に
不
便
な

生
活
を
強
い
て
い
た
り
、
お

年
寄
り
や
車
椅
子
の
方
は
散

歩
も
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
緊
急
自
動
車
も
通
れ
な

い
未
整
備
道
路
が
あ
り
防
災

上
も
問
題
で
あ
る
。
財
政
難

を
克
服
す
る
た
め
地
域
住
民

に
よ
る
道
路
整
備
を
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
コ
ス
ト

的
に
も
、
地
域
住
民
の
結
束

上
も
良
い
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
当
市
で
も
住
民
の

手
に
よ
る
「
那
珂
市
ふ
る
さ

と
道
造
り
事
業
」
を
開
始
し

原
材
料
等
の
支
給
を
す
べ
き

で
あ
る
。

　

建
設
部
長　

現

在
、
平
成　

年
か
ら

１３

申
請
さ
れ
た
案
件
で
完
了
し

た
も
の
は
な
い
。
法
的
に
は

住
民
に
よ
る
道
路
整
備
は
可

能
で
あ
る
。
支
給
可
能
な
原

材
料
は
砕
石
、
防
塵
処
理
用

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
作
業
日

に
応
じ
た
重
機
レ
ン
タ
ル
費

で
す
。

　

市
長　

地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
住
民
自
ら
の
手
で
道

造
り
を
す
る
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
提
案
で
あ
る
。

▲緊急自動車の進入もできない未整備生活道路

�

�

���� ��

�

�

米
国
人
を
受
入
れ
て
今
年
度
よ
り
開
始
し
た
い

当
市
の
小
学
校
で
の
英
語
教
育
の
開
始
を
！

可
能
だ
、
簡
易
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
を
支
給
す
る

生
活
道
路
の
整
備
は
住
民
の
手
で
！



１３ 那珂市 議会だより

����
１．自主防災組織の育成につ

いて
２．青少年組織の育成と青少

年センターの設置につい
て

　

現
在
、
那
珂
市
で

の
自
主
防
災
組
織
の

結
成
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
大
地

震
な
ど
広
域
的
な
大
災
害
の

際
に
は
消
防
な
ど
の
災
害
関

係
機
関
は
十
分
に
機
能
で
き

な
い
事
態
が
想
定
さ
れ
、
ご

近
所
同
士
が
助
け
合
う
自
主

防
災
活
動
は
大
変
重
要
で

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
や
女
性
を

犯
罪
か
ら
守
る
防
犯
活
動
や

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
の
監

視
活
動
、
高
齢
者
や
障
害
者

に
対
す
る
思
い
や
り
の
活
動

な
ど
、
現
在
希
薄
に
な
り
か

け
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
再
生
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。
県
で
も
組

織
化
に
補
助（
上
限　

万
円
）

５０

し
て
お
り
、
ひ
た
ち
な
か
、

常
陸
太
田
な
ど
の
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、　

年
１８

度
か
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

災
害
時
の
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
平
常
時
に
は
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
に
も
有
効
で
あ
り
ま

す
。
近
隣
市
町
村
の
実
態
を

調
査
し
、
住
民
の
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
説
明
会
な
ど
を

開
催
し
な
が
ら
早
め
に
実
施

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

▲ひたちなか市中根地区の防災倉庫

　

那
珂
市
は
平
成　
１５

年
９
月
に
「
青
少
年

健
全
育
成
の
ま
ち
宣
言
」（
県

内
で
８
番
目
）
を
行
い
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

が
、
現
在
、
高
校
生
会
が
未

組
織
で
あ
り
組
織
化
と
育
成

に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
高
校
生
や
青
年
が

自
由
に
集
ま
れ
、
活
動
に
使

え
る
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
、
物
心
両
面
か
ら
青

少
年
活
動
を
支
援
し
て
い
く

体
制
を
作
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

教
育
次
長　

青
少

年
の
健
全
育
成
は
社

会
全
体
の
責
任
で
あ
り
、
子

ど
も
会
、
高
校
生
会
、
青
年

会
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
は

支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
未
組
織

と
な
っ
て
い
る
高
校
生
会
に

つ
い
て
は
現
在
活
動
し
て
い

る
高
校
生
ボ
ラ
ン
ン
テ
ィ
ア

等
も
確
認
し
な
が
ら
組
織
化

に
向
け
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
に
組

織
づ
く
り
、
組
織
の
活
性
化

が
先
決
と
考
え
、
今
後
近
隣

市
町
村
の
先
進
事
例
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

��������

�

� 近
隣
事
例
を
調
査
し
早
期
実
施
に
努
め
ま
す

自
主
防
災
組
織
結
成
を
地
域
活
性
化
の
一
助
に

高
校
生
会
の
組
織
化
と
他
組
織
の
育
成
に
努
め
ま
す

青
少
年
組
織
の
育
成
と
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性

�

�

� �� ��

１．市民の英知を結集し、みんなで積極的に青少

年を育成しよう。

２．よい環境をつくり、心豊かでたくましい青少

年を育成しよう。

３．自立の心を養い、連帯性や社会性に富む青少

年を育成しよう。

平成１５年９月５日制定　　那珂市

青少年健全育成のまち宣言



那珂市 議会だより １４

����
１．読書環境の整備について
２．瓜連中学校屋内運動場に

ついて
３．市民と協働によるまちづ

くりについて
４．高齢者保健福祉計画の見

直しについて

��������

▲お話しを聞いたり、絵をみることで子供は成長します

　

市
立
図
書
館
の
建

設
を
機
会
に
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
そ
し
て

市
内
す
べ
て
の
地
域
で
読
書

環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
質
問
い
た
し
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は

小
さ
い
頃
か
ら
親
子
で
本
を

介
し
て
か
け
が
え
の
な
い
ひ

と
と
き
を
持
つ
こ
と
を
支
援

す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
、
心

を
育
て
る
大
切
な
事
業
と
考

え
て
い
ま
す
。
４
ヶ
月
児
の

育
児
相
談
時
に
事
業
の
主
旨

を
説
明
す
る
と
と
も
に
絵
本

一
冊
を
お
渡
し
し
て
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
も
完
成
し
ま
す
の
で

近
隣
市
町
村
と
同
様
に
図
書

利
用
の
為
の
布
製
バ
ッ
ク
も

配
布
し
、
継
続
的
に
親
子
読

書
活
動
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
長　

布
製
バ
ッ

ク
を
既
に
渡
し
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
初
め
て
現
状
が
わ
か

り
ま
し
た
の
で
よ
く
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
は
、
親
子
で
絵
本

を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
も

大
切
だ
と
考
え
今
後
完
成
す

る
図
書
館
と
も
連
携
を
密
に

し
て
事
業
を
推
進
い
た
し
ま

す
。

　

新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
基
本
方
針
に

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
合
併
の
目
的
の

一
つ
が
自
己
決
定
・
自
己
責

任
の
自
治
体
づ
く
り
で
あ

り
、
市
民
の
行
政
参
画
を
促

す
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
は
計

画
等
の
策
定
に
あ
た
り
広
く

市
民
に
案
を
公
表
し
市
民
の

意
見
に
配
慮
し
な
が
ら
最
終

案
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
に
対
し
て
行

政
の
考
え
方
を
公
表
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
法

を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

こ
の
３
月
、
既
に
次
世
代

育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
策

定
時
に
こ
の
方
法
が
試
行
的

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
も
制
度
と
し
て
実
施
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

市
長
公
室
長　

パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
は
、
制
度
の
概
要
や
導

入
の
市
町
村
の
動
向
を
調
査

し
た
結
果
、
住
民
の
生
の
声

を
聴
取
す
る
有
効
な
手
段
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
策
定
時
に
も
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
検
討

し
、
今
後
よ
り
良
い
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
ま

す
。

�

�
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図
書
利
用
を
推
進
し
、
布
製
バ
ッ
ク
配
布
を
検
討

心
を
育
て
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
充
実
を

よ
り
良
い
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
確
立
を

公表・説明 

ご意見 

那珂市民  

那珂市役所 

○○△△事業 

計画案 

　市が意思決定する際の政策案の公表と説明に

よる「公正の確保と透明性の向上による分かり

やすい市政の実現」のため、市民意見の募集に

よる「市民参加の推進」を目的とするものです。

パブリックコメントとは？



１５ 那珂市 議会だより

����
１．介護予防について
２．防犯対策について
３．祝祭日のゴミ収集につい

て
４．市道整備について

　

介
護
保
険
制
度
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に

は
、
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ

と
を
防
ぎ
、
要
介
護
度
を
軽

く
す
る
と
い
う
介
護
予
防
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
介
護
給
付
制
度
で

は
、
予
防
重
視
型
で
、
施
設

給
付
を
見
直
し
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立
や
質

の
向
上
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
内
容
は
、
軽
度
の

要
介
護
者
を
対
象
に
、
筋
力

向
上
、
栄
養
改
善
指
導
な
ど

の
新
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
域
支

援
事
業
で
は
、
介
護
を
必
要

と
し
な
い
高
齢
者
に
、
転
倒

骨
折
予
防
事
業
を
行
う
計
画

で
あ
り
ま
す
。
早
急
に
健
康

増
進
計
画
を
策
定
し
早
急
に

介
護
予
防
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

　

保
健
福
祉
部
長　

介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
、　

年
度
よ

１８

り
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
事
業
が
介
護
保
険

制
度
に
新
た
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
予
定
で
あ
り
、
事
業
実

施
す
る
場
合
、
専
門
指
導
員

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
長　

高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
時
期
で
あ
り
、

計
画
を
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
介
護
予
防
を
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

▲転倒骨折予防教室（総合保健福祉センター　ひだまり）

　

防
犯
対
策
に
つ
い

て
、
地
域
で
は
今
、

自
警
団
と
い
っ
た
名
称
の
団

体
を
つ
く
り
、
各
地
域
で
自

主
的
に
防
犯
活
動
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
自
分
の
と
こ
ろ
の
地
域

や
子
供
を
守
ろ
う
と
い
う
地

区
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
来

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

那
珂
市
に
お
い
て
も
、
新
た

に
活
動
し
よ
う
と
す
る
団
体

が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
市

長
は
「
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
、
体
制
づ
く

り
を
支
援
、
防
犯
対
策
の
強

化
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
言
っ
て
お
り
、
行
政

と
し
て
支
援
を
講
じ
て
い
く

の
か
、
補
助
、
助
成
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

今
後
、
活
動
団
体
の

増
加
及
び
支
援
要
望
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
地
区
の
実

情
、
既
存
活
動
団
体
や
関
連

自
治
体
等
を
考
慮
し
、
補

助
、
助
成
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

　

市
長　

防
犯
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
人
一
倍
考
え
て

お
り
、
那
珂
署
と
連
携
を
と

り
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
お

り
ま
す
。
地
域
は
自
分
で
守

る
の
が
原
則
で
あ
り
ま
す

が
、
あ
る
程
度
の
助
成
、
補

助
は
当
然
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

��������

�

� 市
民
と
一
緒
に
介
護
予
防
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

介
護
予
防
事
業
を
早
急
に
実
施
を

あ
る
程
度
の
助
成
、
補
助
は
当
然

各
地
域
の
防
犯
活
動
団
体
へ
の
助
成
、
補
助
を

�

�

���� ��▲地元の皆さんがパトロールをしています（福田地区）
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合
併
し
て
市
制
を

施
行
し
、
今
後
ま
す

ま
す
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
県
の
権

限
を
市
へ
移
譲
さ
せ
る
「
ま

ち
づ
く
り
特
例
市
」
制
度
を

導
入
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
指
定
を
受
け
れ

ば
、
市
役
所
が
申
請
窓
口
と

な
る
身
障
者
手
帳
の
交
付
や

農
地
転
用
許
可
、
開
発
行
為

の
許
可
な
ど
に
つ
い
て
、
一

連
の
手
続
き
が
市
の
自
主
判

断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
他

市
の
例
に
よ
り
ま
す
と
、
身

障
者
手
帳
の
交
付
等
に
要
す

る
日
数
が
従
来　

日
位
だ
っ

５０

た
も
の
が
そ
の
半
分
の　

日
２５

位
に
短
縮
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
事
務
処
理
の

迅
速
化
が
可
能
に
な
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
同

制
度
を
導
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
。　

市
長　

ま
ち
づ
く

り
特
例
市
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
本

当
に
重
要
な
選
択
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
人
件
費
等
の
問

題
を
解
決
し
、
準
備
し
た
上

で
、
期
限
内
に
協
議
し
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
。

　

障
害
児
が
今
住
ん

で
い
る
地
域
の
中
で

よ
り
つ
な
が
り
を
持
つ
た
め

に
、
市
内
の
小
中
学
校
と
近

隣
の
養
護
学
校
と
の
交
流
を

推
進
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
障
害
児
の
一
時

預
か
り
体
制
を
整
備
す
る
た

め
に

①
小
学
生
の
障
害
児
は
、
各

小
学
校
区
で
実
施
し
て
い
る

学
童
保
育
施
設
で
保
育
で
き

ま
せ
ん
か
。
②
今
年
度
か
ら

始
ま
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
活
用

し
、
協
力
会
員
に
預
か
っ
て

い
た
だ
い
て
は
ど
う
で
す

か
。
③
４
月
か
ら
始
ま
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の
一
時

預
か
り
は
可
能
で
す
か
。

　

教
育
次
長　

養
護

学
校
に
通
う
子
供
や

保
護
者
の
要
望
を
尊
重
し

て
、
養
護
学
校
と
地
域
の
学

校
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

①
常
時

の
受
け
入
れ
は
、
受
付
時
の

受
け
入
れ
態
勢
が
難
し
い

が
、
随
時
の
交
流
は
可
能
で

す
。
②
即
時
対
応
は
難
し
い

で
す
が
、
今
後
の
需
要
の
動

向
を
見
て
検
討
し
ま
す
。
③

介
護
者
の
負
担
軽
減
や
必
要

な
時
間
確
保
に
つ
い
て
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
利
用

に
よ
っ
て
対
応
し
ま
す
。

▲菅谷西学童保育所

�

�

���� ��

�
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期
限
内
に
協
議
し
、
結
論
を
出
し
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
特
例
市
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

子
供
や
保
護
者
の
要
望
を
尊
重
し
、
連
携
を
図
る

養
護
学
校
と
地
域
の
小
中
学
校
と
の
連
携
推
進
を

����
１．まちづくり特例市制度に

ついて
２．障害者（児）への支援に

ついて

　人口１０万人以上の市（合併による新市は５万人以上）

において下記の（１）の分野を含む１分野以上の県の事務

権限を市に委譲する。特例市の指定は平成１８年度まで。

（１）個性豊かなまちづくり（７法令に基づく９８事務）

　農地転用の許可、開発行為の許可、都市計画事

業地内の建築の許可など

（２）住み良いくらしづくり（７法令に基づく４４事務）

　身体障害者手帳の交付、認可外保育施設に対す

る立入検査、グループホームの指定など

（３）活力ある産業づくり（８法令に基づく６４事務）

　各種計器類の立入検査、電機用品販売事業者に

対する立入検査、商工会の設立の認可など

（４）快適な環境づくり（８法令に基づく１２１事務）

　騒音を規制する地域の指定、汚水等を排出する

事業場への立入検査など

まちづくり特例市の概要
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少
子
化
時
代
の
到

来
の
中
で
子
供
や
家

族
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に

お
い
て
幼
稚
園
、
保
育
所
の

連
携
強
化
、
施
設
の
共
用
化

な
ど
、
弾
力
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、
保
育
所
と
幼
稚
園

の
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
た
施

設
に
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
那
珂
市
に
お
い
て
幼

稚
園
は
公
立
８
、
私
立
３
の

　

ヶ
所
、
保
育
所
が
公
立

１１

２
、
私
立
４
の
６
ケ
所
あ
り

ま
す
が
、
特
に
公
立
幼
稚
園

が
平
成　

年
１
園
を
閉
園
し

１６

ま
し
た
。
４
才
児
、
５
才
児

と
も　

人
に
満
た
な
い
幼
稚

１０

園
が
ま
だ
２
ケ
所
あ
り
ま

す
。
保
育
所
は
定
員
に
対
し

て
１
１
０
・
２
％
の
入
所
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
那
珂
市

と
し
て
、
幼
保
一
元
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

保
育

所
を
管
轄
し
て
い
る

社
会
福
祉
課
と
学
校
教
育
課

の
間
で
連
絡
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
幼
保
一
元
化
を
推
進

す
る
委
員
会
の
設
立
の
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
長　

幼
児
教
育
に
重

点
を
置
き
、
幼
稚
園
と
保
育

所
施
設
と
の
区
別
な
く
、
一

元
的
に
、
園
の
動
向
を
考
慮

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

▲戸多幼稚園の年長さん

　

平
成　

年
３
月
那

１４

珂
町
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
策
定
し
男
女
の
つ

く
り
上
げ
る
未
来
の
那
珂
町

を
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
諸
施
策
を
展
開
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
地
域
の

女
性
活
動
や
交
流
の
場
と
し

て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
を
平
成　

年
３
月
の
議
会

１１

で
質
問
致
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
人
の
集
ま
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
様
な
場
所

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の

拠
点
と
な
り
ま
す
し
、
女
性

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

女
性
の
人
材
養
成
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
重
要
な
核
と
な

る
施
設
で
す
。
本
来
な
ら
ば

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と

呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
が
、
是
非

と
も
設
置
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

市
長
公
室
長　

女

性
問
題
に
関
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
自
立
的
活

動
、
交
流
の
拠
点
と
な
る
セ

ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
る
と
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
長　

必
要
性
は
考
え
て

い
る
。
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
で
既
存
の
施
設
の
有
効
利

用
が
で
き
る
様
に
考
え
た

い
。

��������

�

� 幼
保
一
元
化
を
推
進
す
る
委
員
会
を
設
立
し
進
め
る

新
市
と
し
て
幼
保
一
元
化
の
推
進
を

活
動
、
交
流
の
拠
点
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
女
性
セ
ン
タ
ー
を

�

�

����� ��

女性センター 

▲女性センターを設置してある自治体もあります

����
１．幼・保一元化の推進につ

いて
２．男女共同参画社会につい

て
３．市民相談室について
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▲外出支援サービスで貸出しているリフト車

　
「
福
祉
タ
ク
シ
ー

制
度
」に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
の
答
弁
で
は

「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
立
ち
上
げ
て
対
応
す
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

現
在
そ
の
利
用
状
況
と
そ

れ
を
利
用
で
き
な
い
障
害
者

の
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

「
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
を
利
用
で
き
る
の

は
、
車
椅
子
の
人
で
、
平
成

　

年
度
の
利
用
者
は　

人
で

１５

２１

す
。
そ
の
他
の
障
害
者
の
移

送
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
利
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は

１８

法
の
改
正
に
よ
り
有
償
で
移

送
を
行
う
時
は
許
可
制
と
な

り
、
そ
れ
に
は
市
町
村
が
主

宰
す
る
運
営
協
議
会
（
タ
ク

シ
ー
業
界
代
表
や
福
祉
関
係

代
表
で
構
成
）
で
協
議
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
引
き
続

き
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
那
珂
市
に
お
い
て
は

平
成　

年
度
中
に
運
営
協
議

１７

会
を
立
ち
上
げ
る
体
制
が
と

れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
介
護
保

険
の
見
直
し
で
、
国

は
介
護
給
付
費
を
抑
制
す
る

た
め
に
施
設
か
ら
地
域
へ
介

護
を
移
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
す

に
は
行
政
が
中
心
と
な
っ

て
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

市
が
行
っ
た
要
介
護
認
定

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は「
困
っ
て
い
る
こ
と
」

と
し
て
多
か
っ
た
の
は
①
病

院
へ
の
通
院
。
②
買
物
。
③

話
し
相
手
で
す
。
こ
の
よ
う

な
高
齢
者
の
要
求
を
実
現
す

る
に
は
今
ま
で
の
移
送
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
運
営
協
議
会
を

立
ち
上
げ
許
可
を
を
取
る
に

も
年
月
が
か
か
り
ま
す
。
す

ぐ
で
き
る
の
は
「
福
祉
タ
ク

シ
ー
」
だ
と
思
う
が
市
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

現
在
高
齢

者
や
障
害
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
福
祉
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
の

本
数
や
通
院
場
所
な
ど
、
き

め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
制
度
」も
含
め
て
、

早
急
に
運
営
協
議
会
を
立
ち

上
げ
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

▲那珂市を循環している「福祉バス」

�

�

���� ��

�

�

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

障
害
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

そ
れ
も
含
め
て
運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
」
で
早
急
な
対
応
を

����
１．福祉タクシー制度の創設

を
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市
街
化
区
域
及
び

排
水
路
周
辺
の
急
激

な
宅
地
化
に
伴
い
、
短
時
間

の
集
中
豪
雨
で
も
早
戸
川
へ

の
一
極
集
中
に
よ
り
、
両
宮

排
水
路
及
び
大
井
川
周
辺
等

に
お
い
て
長
年
に
渡
り
、
出

水
の
た
び
に
都
市
災
害
や
田

畑
に
莫
大
な
被
害
を
出
し
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
庁
内

に
お
い
て
関
係
各
課
と
連
携

を
図
り
、
ま
た
、
県
や
関
係

機
関
と
も
積
極
的
に
協
議
や

調
整
を
行
い
実
施
計
画
の
策

定
を
図
り
、
さ
ら
に
、
整
備

の
大
幅
な
遅
れ
を
一
日
も
早

く
取
り
戻
す
た
め
に
改
修
工

事
に
取
り
組
み
、
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
経
営
や

都
市
計
画
事
業
等
の
被
害
軽

減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

都
市
計
画
課
長　

実
施
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
早
戸
川
暫
定
整

備
の
進
捗
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
ま
た
、
他
事
業
と
の

調
整
を
図
り
、
さ
ら
に
財
政

状
況
等
を
勘
案
し
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
実
施
計
画

の
策
定
が
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た　

年
度
か
ら
内
部

１７

協
議
に
入
り
、
関
係
機
関
と

協
議
に
入
る
た
め
の
問
題
を

精
査
す
る
作
業
に
着
手
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲両宮排水路の下流の大井川

　

平
成
５
年
度
に
両

宮
排
水
路
改
修
計
画

が
策
定
さ
れ
、
翌
年
の
施
政

方
針
に
お
い
て
、
前
町
長
は

浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
土

地
利
用
を
考
慮
し
た
河
道
改

修
を
年
次
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
と
述
べ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
小
宅
市
長
は
河

道
改
修
を
継
続
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
計
画
書
は

ロ
ッ
カ
ー
に
眠
っ
て
お
り
総

合
計
画
も
絵
に
描
い
た
餅
で

あ
り
ま
す
。
市
政
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
明
確
な
理

念
と
具
体
的
な
責
任
あ
る
政

策
で
あ
り
ま
す
。
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。　

市
長　

集
中
豪
雨

時
に
お
け
る
両
宮
排

水
路
や
大
井
川
周
辺
の
出
水

が
住
民
生
活
に
不
安
を
与
え

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

深
く
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
事
業
の
実
施

に
は
莫
大
な
費
用
を
要
し
ま

す
。
今
後
は
各
種
事
業
と
の

調
整
を
は
か
り
、
で
き
る
限

り
迅
速
に
両
宮
排
水
路
の
整

備
改
修
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
早
戸
川
改
修
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
県
、
関

係
機
関
等
に
対
し
積
極
的
に

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

��������
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� 関
係
機
関
と
の
協
議
に
入
り
ま
す

両
宮
排
水
路
及
び
大
井
川
の
早
期
暫
定
改
修
を

で
き
る
限
り
迅
速
に
整
備
改
修
に
努
め
ま
す

明
確
な
理
念
と
具
体
的
な
責
任
の
あ
る
政
策
を

�

�

���� ��▲宮の池から流れている両宮排水路

����
１．早戸川・大井川・両宮排

水路等の改修について
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　陳情趣旨は、那珂市菅谷一ノ関地内の市道８-２９０８、８-
２９０９号線の側溝改修とＵ字側溝の蓋掛け及びアスファル
ト舗装工事の実施を求めるというものです。
　この市道は、平成１５年９月に地元の一ノ関区長と地域
代表者より、当時の那珂町に対して、道路整備事前協議
書が提出されており、那珂市ではこの協議書に基づき、
道路整備工事を発注しており、まもなく整備が完了する
予定であるとのことです。
　委員会では、陳情内容は道路の整備を求めているもの
であり、今現在、現実に整備が行われていることから、
採択すべきであるとの意見がだされ、採決の結果、全員
異議なく、採択すべきものと決定いたしました。
　また、市の道路整備に関しては、市では那珂市道路整
備基準により申請者及び区長が市長に対し、市道拡幅改
良整備事前協議書を提出することが前提となっている。
今回の陳情は一個人による陳情であり、この様な個人に
よる陳情の取り扱いを今後どのようにするか検討を要す
るとの意見がありました。 （建設常任委員会）

陳情者　那珂市菅谷４５７６－１４
　　　　　　川又　義雄
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　請願の趣旨は、政府は「三位一体の改革」の中で、国
庫補助負担金や地方交付税の削減を実施していく方針で
ある。地方の行政運営を円滑に推進させて住民福祉の向
上を図るために、地方交付税など一般財源の削減を抑制
する旨の意見書提出を要請するというものです。
　委員会では、請願の趣旨は理解できるが、今回の請願
と同じ趣旨の陳情が、昨年６月定例会で採択されて意見
書を国へ提出している経緯から勘案して、この請願は採
択すべきものであるが、再度、意見書を提出する必要は
ないとの意見があり、採決の結果、全員異議なく採択と
すべきものと決定した。 （総務常任委員会）

請願者　那珂市中台４８５－９
　　　　県民要求実現茨城共同運動
　　　　「ひたちなか・那珂・東海」地域連絡会
　　　　代表者　川村　孝三
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　陳情の趣旨は、北朝鮮による拉致事件についての記述
が最も多い教科書を採択すること、また、国家主権や我
が国の安全と防衛、領土問題の意義を説いている教科書
を採択することを求めるというものです。
　委員会では、教科書の採択については、教科書の忠実
性・公平性・正確性を重要視するという観点から、拉致
事件が記述されている教科書は１社しかなく、採択が決
まってしまうと、選ぶこともなく決定してしまうため疑
問であるとの意見がありました。また、教科書採択は、
教育現場に任せ、教育関係者の自主的な判断によって決
めるべきものであり、政治の側が決めるものではない、
という意見も出されました。採決の結果、採択とするこ
とに対し、全員異議ありということで、不採択とすべき
ものと決定しました。 （教育厚生常任委員会）

陳情者　水戸市大塚町１９０８－１
　　　　北朝鮮に拉致された日本人を
　　　　救出するための全国協議会
　　　　『救う会いばらき』
　　　　代表幹事　松尾　秀雄

＜書式例＞
　　○○○○○についての請願（陳情）

紹介議員　○○　○○印
（陳情は紹介議員不要）　

（要旨）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　平成　　年　　月　　日
請願（陳情）者　住所・・・・・・・・・・・・

氏名・・・・・・・・・・印
TEL・・・・・・・・・・・・

那珂市議会議長あて

請願・陳情の書式例

平成１７年第１回定例会では、３件の請願と陳情を審議

しました。
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２１ 那珂市 議会だより

１．請願・陳情事項

　内容は特に制限はありませんが、主に市議会や市
の行政に関するもの、市議会を通じて国県などへ施
策を要望するものなどが主なものです。

２．請願書・陳情書の作成

　請願や陳情は、文書により提出していただきま
す。書式は、一般的にＡ４サイズの用紙に、横書で、
下記の事項等について明確に記載してあれば提出で
きます。（右ページ下　参照）
（１）請願・陳情の案件名、要旨・内容等
（２）請願書の場合は、紹介議員（那珂市議会議員１
名以上）の署名・押印が必要です。陳情の場合は
紹介議員は不要です。

（３）請願・陳情者の住所、氏名（押印）及び電話番
号（団体等の場合は、所在地、団体名、代表者職
氏名）
※道路整備等に関する請願・陳情については、道
路整備地区の区長が申請者の代表となるようお
願いいたします。

（４）添付資料（道路など場所に関するものは、その
案件の場所がわかる図面など）

３．提出先

　提出は、那珂市議会事務局（議長あて）へ持参し
てください。請願・陳情の内容を確認して受付いた
します。
　郵送でも受付けますが、郵送による陳情書は、全
員協議会への報告のみとなります。

４．議会での審議

　定例会開会日の１０日前までに受理したものは、そ
の定例会で審議されます。それ以降に受理したもの
は、次の定例会での審議となります。ただし、緊急
の場合は取扱を審議して決定します。
　審議は、委員会で審議し、本会議で議決します。
議決結果については、定例会終了後に請願等の提出
者へ結果をお知らせしております。

��������	

　市政に関することや地域の身近な問題などで、

市民の皆様のご意見やご要望などを直接市議会に

提案できる制度として、「請願・陳情」があります。

法律に定められた国民の権利であり、どなたでも

提出することができます。
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　第２回定例会は、下記の日程（案）のとおり開催
する予定です。
　また、議事の都合により日程が変更となる場合が
あります。日程の詳細については、議会事務局まで
お問い合わせください。

TEL　２９８－１１１１（代表）

���������	

　市議会の本会議は誰でも傍聴できます。
　本会議は午前１０時開会予定です。
　傍聴の受付は、当日の午前９時３０分から那珂市役
所３階の傍聴席入口で行います。手続きは、傍聴券
に住所・氏名・年齢を記入していただくだけです。お
気軽にお出かけください。

議　事　予　定曜月  日
本会議
○開会
○継続審査案件の委員長報
告

○委員会付託
○議案審議等

月６．６

本会議
○議案審議火６．７

決算特別委員会水６．８
決算特別委員会木６．９
決算特別委員会金６．１０
休会土６．１１
休会日６．１２
総務常任委員会
経済常任委員会月６．１３

建設常任委員会
教育厚生常任委員会火６．１４

本会議（一般質問）水６．１５
本会議（一般質問）木６．１６
本会議（一般質問）金６．１７
休会土６．１８
休会日６．１９
本会議（一般質問）月６．２０
本会議
○委員長報告
○閉会

火６．２１

平成１７年第２回定例会会期日程（案）



那珂市 議会だより ２２

水
戸
の
梅
大
使
が
観
光
Ｐ
Ｒ
に
訪
問

１月２８日
　水戸の梅大使が、水戸市議会渡辺副議長の案
内で、偕楽園の観梅の観光PRのために、那珂市
議会を訪れました。

長
年
の
議
会
活
動
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲感謝状を贈呈された議員

３月７日
　長年にわたり議会制度の高揚と地域の振興
への寄与に対し、全国町村議会議長会より感謝
状が贈呈されました。１５年以上在職議員とし
て（寺門和雄、岩上昌和、加藤直行、石川利秋、
木村静枝）
　福田耕四郎議長は、茨城県町村議会議長会の
副会長としての功労に対し感謝状が贈呈され
ました。

▲議長室で梅大使と渡辺水戸市副議長、福田議長

き
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

創
刊
号
か
ら
季
節
ご
と
に
彩

色
を
変
え
、
四
季
の
花
を
添

え
て
み
ま
し
た
。
見
る
楽
し

み
も
あ
る
議
会
だ
よ
り
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆

様
か
ら
心
待
ち
さ
れ
る
よ
う

な
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
く
、

楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
紙
面
作
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

笹
島　
　

猛

副
委
員
長　

�
畑　

道
英

委　
　

員　

中
村　

惠
子

委　
　

員　

海
野　
　

徹

委　
　

員　

君
嶋　

寿
男

委　
　

員　

先
�　
　

光

広
報
編
集
委
員
長

笹
島　
　

猛　

　

３
月
定
例
議
会
は
、
合
併

後
、
初
の
議
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
平
成　

年
度
の
予

１７

算
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
可

決
し
ま
し
た
。
今
後
、
議
会

と
し
て
も
、
限
り
あ
る
予
算

を
有
効
に
執
行
し
て
い
く
よ

う
厳
し
い
目
を
光
ら
せ
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
か
ら
表
紙
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
、
お
気
づ

�
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▲菅谷西小学校の２年生

小
学
生
が
議
場
内
を
探
検

２月８日
　菅谷西小学校の２年生が、那珂市役所を訪れ
ました。議場の中も珍しそうにキョロキョロ
しながら見学していきました。

▲広報編集委員会

　「那珂市議会だより」の広報編集委員会です。
議長と広報編集委員で、発行までに２回の委員
会を開催します。


